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専任特例２号の場合の監理技術者の配置を
予定している場合の確認事項

（案件名：圏央道北首都ブロック）

会社名：○○○○建設（株）
	□
	１）専任特例２号の場合の監理技術者の職務を補佐する者（監理技術者補佐）を専任で配置すること。

	□
	２）監理技術者補佐は、一級施工管理技士補又は一級施工管理技士等の国家資格者、学歴や実務経験により監理技術者の資格を有する者であること。なお、監理技術者補佐の建設業法第２７条の規定に基づく技術検定種目は、専任特例２号の場合の監理技術者に求める技術検定種目と同じであること。

	□
	３）監理技術者補佐は入札参加者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあること。なお、恒常的な雇用関係とは配置時点の日以前に３ヶ月以上の雇用関係があることをいう。

	□
	４）同一の専任特例２号の場合の監理技術者が配置できる工事は、本工事を含め同時に２件までとする。なお、専任特例１号の場合の監理技術者又は主任技術者を活用した工事と兼務することは出来ない。

	□
	５）専任特例２号の場合の監理技術者が兼務できる工事は茨城県内又は埼玉県内の工事でなければならない。

	□
	上記項目を全て満たしている。



注１：上記すべてを確認し、レ又は■を記載すること。

